
平成 25 年度の

町のお金の使い

道が決まりました。何にいくら使う

予定なのかを町民 1人当たりに換算

してみました。前年度の数字（議会だ

より 94号に載っています）と比較して

みてはいかがでしょうか。

議員が町のさまざまな問題について

質問する「一般質問」は５ページから。

写真をふやし、見出しを大きくして

みました。

こちらもぜひ、ごらんください。
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ホームページからも
閲覧できます 横瀬町議会 検索

紹介します！
町の団体 ⑤ 「私たちは婦人会です！」

私たちは、町の主催する事業（敬老会・町民体育祭）等への手伝いや、

研修旅行・生花教室など、会員の親睦を深めつつ活動しております。

（町民の皆様には、バザーでのご協力ありがとうございます）

会員 88 名　会長　岸岡敬子

3
月
定
例
会

町
に
聞
い
た
﹁
６
名
の
議
員
が
登
壇
﹂

提
出
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と
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果
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平成24年３月定例会
（３月８日・９日・12日・13日 ）

（　　　 ）単位：万円
１万円未満 四捨五入

町が使う見込みのお金（歳出）

議会費
6,616 万円

農林水産費
9,082 万円

民生費 8 億 3,841 万円民生費 8 億 3,841 万円

総務費 6 億 842 万円総務費 6 億 842 万円

土木費 4 億 7,218 万円土木費 4 億 7,218 万円

教育費 3 億 7,448 万円教育費 3 億 7,448 万円

公債費 3 億 1,218 万円公債費 3 億 1,218 万円

衛生費 2 億 5,365 万円衛生費 2 億 5,365 万円

消防費 1 億 8,721 万円消防費 1 億 8,721 万円

商工費 9,450 万円商工費 9,450 万円

33億 1,600万円 その他
1,801 万円

依存
財源
55.3％

自主
財源
44.7％

依存
財源

自主
財源

その他
4,625 万円
その他
4,625 万円

町税 11 億 40 万円町税 11 億 40 万円

繰越金 1 億 5,500 万円繰越金 1 億 5,500 万円

諸収入 1 億 3,116 万円諸収入 1 億 3,116 万円

地方交付税 
 8 億 8,870 万円

地方交付税 
 8 億 8,870 万円

町債 2 億 8,354 万円町債 2 億 8,354 万円

国庫支出金  
    2 億 9,694 万円

国庫支出金  
    2 億 9,694 万円

県支出金   2 億 3,275 万円県支出金   2 億 3,275 万円

繰入金
5,107 万円

町に入る見込みのお金（歳入）
33億 1,600万円

その他   1 億 3,020 万円その他   1 億 3,020 万円

福祉等の充実に （民生費） 9 万 3,415 円

計画推進のため （総務費） 6 万 7,790 円

土木工事などに （土木費） 5 万 2,610 円

学校教育等に （教育費） 4 万 1,724 円

借金の返済に （公債費） 3 万 4,783 円

町の衛生のため （衛生費） 2 万 8,262 円

町の消防のため （消防費） 2 万      858 円

商工振興のため （商工費） 1 万      528 円

農林水産振興に （農林水産業費） 1 万      118 円

議会のために （議会費） 7,371 円

町民１人あたり
36 万 9,470 円

※平成 25 年 3月 1日現在の人口（8,975 人）で計算
※小数点以下は切り捨ててあります。

一般会計予算、
数字で見ると……

横瀬町議会だより　No.98　 2

平成25年度予算で
下横瀬橋の拡幅
　　補強工事を実施！

　一般会計の予算総額は、33 億 1,600
万円と昨年度予算 31 億 3,700 万円よ
り１億 7,900 万円（1.1％）増加。同
じく国民健康保険等特別会計は、20
億 2,597 万円で 1.0％増、水道事業会
計予算も４億 6,349 万円と 1.4％増。
　観光案内所の開設支援、もみじ植栽
等による里山景観づくり、野外音楽
施設整備などの「魅力プロジェクト」、
合宿誘致推進等の「絆プロジェクト」、
災害に強いまちづくりや下横瀬橋の拡
幅（歩道付）補強工事等の「希望プロ
ジェクト」を重点施策として推進する
予算となっています。

平成 25 年度予算の
　　　　　あらまし

平成25年３月定例会
（３月７日・８日・11日・12日 ）

平成 25 年度　町のお金の使い道は……



一般会計予算総額の推移

大
野
伸
恵
議
員
よ
り

　

今
回
予
算
計
上
さ
れ
た
観
光
振
興
団
体

助
成
補
助
金
は
、
私
が
一
般
質
問
で
も
取

り
上
げ
、
お
願
い
し
た
思
い
入
れ
の
あ
る
も
の
で
あ

り
、
賛
成
を
し
た
い
。

　

こ
の
振
興
団
体
に
よ
り
、
行
政
の
枠
を
超
え
、
産

業
振
興
が
飛
躍
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
が
、
各

事
業
に
は
不
安
を
感
じ
る
も
の
も
あ
り
、
地
域
公
共

交
通
実
証
運
行
事
業
な
ど
、
今
後
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
。
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
世
代
に
ツ
ケ
を
残

さ
な
い
、
次
世
代
に
生
き
る
も
の
と
な
る
よ
う
十
分

注
意
し
て
ほ
し
い
。
加
藤
町
長
の
初
登
庁
時
の
訓
示

で
あ
る
「
町
長
を
見
る
な
、町
民
を
見
ろ
」
の
心
で
、

全
町
民
に
対
し
、
公
平
で
公
正
な
予
算
執
行
を
期
待

す
る
。

　
　

 

関
根　

修
議
員
よ
り

　

一
般
会
計
に
お
い
て
、
33
億
１
６
０
０
万
円
が
予

算
計
上
さ
れ
た
が
、
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
緑
と

風
が
奏
で
る 

こ
こ
ろ
和
む
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、

ま
た
「
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」「
職
員
の
質
の

向
上
及
び
組
織
の
活
性
化
」「
財
政
の
健
全
性
の
確

保
」
を
町
の
運
営
方
針
と
と
も
に
慎
重
に
予
算
編
成

が
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

執
行
部
の
創
意
工
夫
と
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
、

今
年
度
の
重
点
施
策
の
成
果
あ
る
執
行
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。
町
長
初
め
執
行
部
各
位
の
ご
努
力

に
対
し
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
、
上
程
中
の
６

議
案
に
対
し
て
の
賛
成
討
論
と
す
る
。
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ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
導
入
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

経
費
削
減
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
向
上
等
で
す
。

本
庁
舎
設
備
改
修
の
主
な
も

の
は
。議

場
の
設
備
が
老
朽
化
し
て
い

る
の
で
、
音
響
・
録
音
機
・
カ
メ
ラ

等
を
含
め
て
改
修
す
る
も
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
へ
の
対
応
は
、

現
状
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

野
外
音
楽
施
設
建
設
工
事（
設
計

委
託
料
合
わ
せ
て
４
５
０
万
円
）は
。

旧
役
場
跡
地
に
音
楽
用
の
野
外

ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
る
も
の
で
す
。

地
域
公
共
交
通
実
証
運
行
事
業

（
ブ
コ
ー
さ
ん
バ
ス
）
は
１
７
０
０
万

円
余
の
事
業
費
だ
が
、
既
に
西
武
バ

ス
に
補
助
金
と
し
て
約
７
０
０
万
円

ほ
ど
支
払
っ
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ

う
に
両
立
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

遠
距
離
通
学
の
児
童
な
ど
も
対
象
に

で
き
る
よ
う
考
え
て
い
か
な
い
の
か
。

地
域
交
通
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
よ
く
考
え
て
い
き
ま
す
。

旧
芦
ヶ
久
保
小
学
校
の
今
後
の

展
望
は
。

防
災
対
策
等
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
費
用
対
効
果
等
を
勘
案
し
て
、

機
が
熟
す
の
を
待
ち
た
い
と
思
い

ま
す
。里

山
景
観
整
備
委
託
料
は
何
を

す
る
の
か
。

緊
急
雇
用
の
補
助
金
を
利
用

し
、
も
み
じ
等
の
植
栽
を
考
え
て
い

ま
す
。学

校
用
地
な
ど
の
借
地
部
分

は
、
計
画
的
に
買
収
し
て
い
く
べ
き

で
は
。計

画
を
立
て
る
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
借
地
の
町
有
地
化
は
予

算
等
全
体
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
減
や
高
齢
化
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
会
計
な
ど
、
特
別
会
計

等
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
対
策
が
必
要
で
は
。

健
康
検
診
の
受
診
率
を
上
げ
た

り
、
予
防
医
療
を
促
進
す
る
な
ど
、

ソ
フ
ト
面
の
対
策
が
必
要
と
思
い
ま

す
。

飲
料
水
供
給
事
業
は
あ
ま
り
に

少
額
で
あ
り
、
水
道
事
業
に
合
算
す

る
考
え
は
な
い
か
。

将
来
、
水
道
事
業
と
と
も
に
広
域

化
に
も
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

一般会計予算、議会はここに注目！　主な質疑 と 討論

平成 15 年度

30.1億 31.1億 31.3億 31.3億 33.1億31.9億 32.3億28.4 億 28.7億27億 32 億

16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

数字
に

注目
！！

25年度は

25 年度

（単位：億円　　
　　小数点２位以下 切り捨て）

賛成討論
予算案に対する

  

用
語
解
説
（
予
算
用
語
）「
地
方
交
付
税
」
…
町
の
判
断
で
使
い
道
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
一
般
財
源
」
と
し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
町
の
財
政
で
歳
出
規
模
に
比
べ
て
不
足
し
て

　
　

  

い
る
歳
入
は
こ
の
地
方
交
付
税
で
賄
っ
て
お
り
、
横
瀬
町
の
25
年
度
予
算
で
は
歳
入
全
体
の
約
27
％
を
占
め
て
い
ま
す
。（
４
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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平成 25 年３月定例会　提出議案と審議結果
平成 25 年度  各会計予算

一般会計・国民健康保険特別会計・介護保険特別会計・

後期高齢者医療特別会計・下水道特別会計・水道事業会計

以上すべて

条例を制定しました

横瀬町指定地域密着型サービス事業者の指定に関する
事項並びに指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準を定める条例

横瀬町指定地域密着型介護予防サービス事業者の指定に
関する事項並びに指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準を定める条例

横瀬町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の
設置に関する基準を定める条例

横瀬町が管理する町道の構造等の基準を定める条例

横瀬町準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術
的基準を定める条例

以上すべて

規約の変更

埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の減少について

埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の増加及び同組合の規約変更について

以上すべて

平成 24 年度 各会計予算を補正しました

一般会計（５回目）・国民健康保険特別会計（３回目）・介護

保険特別会計（４回目）・後期高齢者医療特別会計（２回目）・

下水道特別会計（２回目）・水道事業会計（４回目）

以上すべて

条例を一部改正しました

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律等の施行に伴
う関係条例の整備に関する条例

横瀬町重度心身障害者医療費支給に関する条例

横瀬町健康長寿祝金支給条例

横瀬町青少年問題協議会設置条例

横瀬町スポーツ交流館条例

以上すべて

人事案件

横瀬町副町長の選任について

　渡辺利夫氏（右写真）を再任

横瀬町固定資産評価審査委員会委員
の選任について
　竹内　功氏を再任

　　　　　　　　　　　以上すべて

平成 25 年１月臨時会　提出議案と審議結果

平成 25 年４月臨時会　提出議案と審議結果

指定管理者の指定

横瀬町地域振興拠点施設指定管理者の指定について

（有限会社果樹公園あしがくぼを再指定）

横瀬町観光案内所指定管理者の指定について

（有限会社果樹公園あしがくぼを再指定）

横瀬町総合福祉センター指定管理者の指定について

（社会福祉法人横瀬町社会福祉協議会を再指定）

横瀬町コミュニティ防災センター指定管理者の指定に

ついて　　　　　　　　　　 （横瀬町 13 区を再指定）

以上すべて

条例を一部改正しました

横瀬町行政組織条例　　　　　　　　　　　　　

人事案件

横瀬町固定資産評価審査委員会委員の選任について

　加藤元弘氏を再任

横瀬町教育委員会委員の任命について

　浅見　進氏を新たに任命 　　　　 以上すべて

議員提出議案

横瀬町農業委員会委員の推薦について
　鈴木紋子氏　村越通子氏を推薦　　　　　 

決議が提出されました

西武秩父線の存続・維持を求める決議

人事案件

横瀬町公平委員会委員の選任について

　宮下幸次郎氏を再任 　　　　　　　　　　　  

交流館についての使用の優先順位はどのように
なっているのか。
３ヵ月前から予約が可能です。

町民グラウンド・中学校体育館・旧芦ヶ久保小学
校はどのようになるのか。
交流館と同じ方向で検討中です。
中学校体育館については学校教育優先ですが、空
いていれば使用できます。

受付はどこか。１ヵ所でしたほうがよいのではな
いか。
予約システムの導入を考えています。

質疑がありました

   

用
語
解
説
（
予
算
用
語
）「
臨
時
財
政
対
策
債
」
…
地
方
交
付
税
の
財
源
不
足
の
穴
埋
め
と
し
て
国
の
許
可
に
よ
り
自
治
体
に
借
金
を
さ
せ
る
の
が
臨
時
財
政
対
策
債
。
実
質
的
に
は
地
方
交
付
税
の
代
替
財
源
で
、

　
　

   

返
済
は
後
年
度
の
地
方
交
付
税
で
１
０
０
％
処
置
さ
れ
ま
す
が
、
町
が
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
行
う
借
金
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
国
の
財
政
が
不
透
明
な
今
日
、
慎
重
に
対
処
す
べ
き
と
思
わ
れ
ま
す
。
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平
成
25
年
度
予
算
の
内
容
及
び

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、

①
現
在
、
町
内
を
走
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
バ
ス
関
連
事
業

②
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
事
業

③
寺
坂
棚
田
の
関
連
事
業

以
上
３
点
、
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

ま
ち
経
営
課
長
…
①
今
ま
で
の

試
験
運
行
利
用
実
績
を
踏
ま
え

た
分
析
を
含
め
、
横
瀬
町
の
地
域
公
共

交
通
の
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
課
長
…
②
三
河
屋
ブ
コ
ー

さ
ん
︵
御
用
聞
き
︶
事
業
や
災
害
時
要

援
護
者
の
再
確
認
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
師
に
よ
る
65
歳
の
方
へ

の
訪
問
を
行
い
ま
す
。

振
興
課
長
…
③
﹁
ホ
タ
ル
か
が
り
火
ま

つ
り
﹂﹁
彼
岸
花
ま
つ
り
﹂
等
、
イ
ベ

ン
ト
の
助
成
を
行
う
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト

広
場
等
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

政
府
・
与
党
が
﹁
幼
児
教
育
無

償
化
連
絡
協
議
会
を
3
月
に
設

置
す
る
こ
と
を
決
定
﹂
と
国
の
幼
児
教

育
の
方
向
性
が
出
た
。

　

幼
保
一
体
化
の
流
れ
の
中
で
、
今
後

の
横
瀬
町
の
保
育
所
及
び
幼
稚
園
に
対

す
る
行
政
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
計
画

等
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

副
町
長
…
国
の
動
向
を
見
き
わ

め
て
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
稚
園
に
対
し
て
は
、
前
向
き
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
方
た
ち
が
、
自
分

で
解
決
で
き
な
い
事
柄
を
役
場

に
お
願
い
し
た
と
き
に
、﹁
役
場
で
は
で

き
な
い
。
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は

自
分
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
で
は
な
く
、

協
働
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
考
え
方

で
取
り
上
げ
て
も
ら
え
な
い
か
。

副
町
長
…
町
に
依
存
す
る
の
で

は
な
く
、
町
と
住
民
の
役
割
分

担
の
考
え
方
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
支
援
し

て
い
き
た
い
で
す
。

住
民
の
声
を
、
行
政
が
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
と
調
整

し
、
介
入
役
と
な
り
実
現
す
る
こ
と
が
、

﹁
住
民
主
体
・
住
民
協
働
の
ま
ち
﹂
と
考

え
る
が
、
役
場
と
し
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
他
町
に
あ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
に
つ
い
て
は
考
え
な
い
か
。

副
町
長
…
住
民
が
自
立
し
て
行

動
す
る
こ
と
。
町
と
住
民
が
対

等
の
立
場
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
な
ど
で
、
棚
田
な
ど
の
事
業
で
実

践
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
提
案
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
積
極
的
に
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

条
例
化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

町
の
地
域
産
業
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
、
雇
用
面
・
税
収
面
に

お
い
て
大
切
だ
と
思
う
。
新
た
な
産
業

開
発
と
従
来
の
産
業
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
な
ど
の
取
り
組
み
と
政
策
は
。
ま
た
、

小
規
模
事
業
所
な
ど
の
利
用
は
ど
う
か
。

振
興
課
長
…
町
と
し
て
も
、
新

し
い
事
業
な
ど
を
考
え
て
い
る

人
に
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
で
は

３
５
０
万
円
弱
の
利
用
実
績
で
す
。

暴
力
団
排
除
条
例
な
ど
を
可
決

し
た
が
、
住
民
に
意
識
し
て
も

ら
い
、
と
も
に
同
じ
方
向
へ
向
け
て
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
看
板
・
垂
れ
幕

等
を
設
置
し
な
い
か
。

総
務
課
長
…
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

内な
い
と
う
す
み
お

藤
純
夫
議
員
が
聞
く
！

大お

お

の

の

ぶ

え

野
伸
恵
議
員
が
聞
く
！

新
年
度
予
算
と
今
後

の
事
業
展
開
は

住
民
の
方
が
役
場
に

お
願
い
し
た
と
き
に

棚田の景観

  

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
政
策
提
言
も
含
め
て
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
す
る
も
の
で
す
。
質
問
し
た
い
議
員
は
、
事
前
に
「
こ
う
い
う
質
問
を
し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
「
通
告
書
」

　

　
　
　を
提
出
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
横
瀬
町
の
本
会
議
一
般
質
問
の
持
ち
時
間
は
、
原
則
１
人
１
時
間
以
内
で
す
。
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「６名の議員が、町に考えを聞きました」

今
年
の
成
人
の
う
ち
、
町
内
へ

の
就
職
者
は
役
場
の
１
名
だ
け

だ
っ
た
。
町
内
の
若
者
の
地
元
で
の
雇

用
創
出
や
拡
大
に
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
。
町
独
自

の
取
り
組
み
と
地
元
企
業
へ
の
支
援
策

や
政
策
に
つ
い
て
伺
う
。
就
職
ア
カ
デ

ミ
ー
な
ど
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

振
興
課
長
…
秩
父
の
高
校
卒
業

生
も
厳
し
い
現
実
で
す
。
国
・

県
の
対
策
で
す
が
、
町
で
の
側
面
的
な

支
援
は
や
っ
て
い
き
ま
す
。

町
長
…
就
職
に
つ
い
て
、
今
は
若
い
人

達
が
職
の
え
り
好
み
を
し
ま
す
。
ま
た
、

都
会
指
向
が
強
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

親
・
子
と
も
に
将
来
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

町
内
企
業
は
経
営
基
盤
の
維
持

が
守
ら
れ
ず
、
悲
鳴
を
上
げ
て

い
る
。
町
の
地
場
産
業
育
成
の
対
策
と

今
後
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

公
共
事
業
も
強
く
進
め
て
ほ
し
い
。

　

熱
海
市
で
は
、
職
員
が
企
業
と
一
緒

に
な
っ
て
新
製
品
の
開
発
に
携
わ
っ
て

い
る
と
聞
い
た
。
補
助
金
の
み
で
な
く

支
援
を
し
て
ほ
し
い
が
。

振
興
課
長
…
事
業
所
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
の
補
助
金

や
利
子
補
給
金
な
ど
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

副
町
長
…
公
共
事
業
は
順
次
進
め
て
い

き
ま
す
。町

職
員
の
能
力
養
成
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
、
取
り
組
み
姿
勢

や
改
善
方
針
な
ど
の
対
策
を
伺
う
。

町
長
…
あ
る
一
定
レ
ベ
ル
に
達

す
る
よ
う
、
全
職
員
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
町
民
の

方
を
見
て
仕
事
を
す
る
よ
う
言
い
続
け

て
い
き
ま
す
。

町
で
は
、
横
瀬
町
の
森
林
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
雇
用
対

策
事
業
で
カ
エ
デ
の
資
源
調
査
を
行
っ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
特
徴

が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
樹
液
の
活
用
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

振
興
課
長
…
カ
エ
デ
の
資
源
調

査
を
、
生
川
西
流
域
・
横
瀬
川

流
域
・
町
有
林
を
初
め
、
多
く
の
町
内

を
調
査
し
た
結
果
、
特
産
品
と
し
て
十

分
活
用
で
き
る
。
樹
液
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
道
の
駅
で
4
月
に
オ
ー
プ
ン
す

る
水
辺
の
カ
フ
ェ
で
、
紅
茶
と
カ
エ
デ

の
組
み
合
わ
せ
で
、
特
産
品
と
し
て
販

売
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

モ
ミ
ジ
の
名
所
づ
く
り
に
つ
い

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
っ
て
里
山
の
景
観
整
備
が
始
ま
っ
て

い
る
。
町
で
は
、
モ
ミ
ジ
の
名
所
づ
く

り
に
つ
い
て
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
平
成
25
年
度
予
算
に
関
連
す
る

も
の
が
あ
れ
ば
、
あ
わ
せ
て
伺
う
。

振
興
課
長
…
町
内
の
各
地
に
里

山
景
観
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
で
、

１
０
０
０
本
の
植
樹
を
計
画
し
て
い

る
。
都
市
住
民
と
の
交
流
の
場
と
し
て

誘
客
し
て
い
き
た
い
。

モ
ミ
ジ
の
管
理
に
つ
い
て
、
管

理
人
を
置
く
考
え
は
。

副
町
長
…
長
瀞
町
で
は
、
企
業
、

団
体
が
管
理
し
て
い
る
。
横
瀬

町
に
は
、
当
て
は
ま
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
話
し
合
っ
て
考
え
ま
す
。

小こ
い
ず
み
は
つ
お

泉
初
男
議
員
が
聞
く
！

赤あ
か
い
わ
も
り
お

岩
森
夫
議
員
が
聞
く
！

地
元
へ
の
雇
用
対
策

に
つ
い
て

カ
エ
デ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

樹液採取の様子

  

一
般
質
問
の
記
事
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　全
文
は
、
図
書
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
会
議
録
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。「
横
瀬
町
議
会

　議
事
録
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
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昨
年
12
月
の
中
央
自
動
車
道︵
山

梨
県
︶
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
崩

落
事
故
は
、
非
常
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

﹁
国
の
国
土
強
靱
化
計
画
﹂﹁
公
共
施

設
の
老
朽
化
﹂﹁
自
然
災
害
に
対
す
る
備

え
の
強
化
﹂
に
つ
い
て
、
町
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

建
設
課
長
・
上
下
水
道
課
長
…

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
計
画
に
基

づ
き
実
施
し
、
自
然
災
害
に
対
す
る
備

え
の
強
化
は
、
下
横
瀬
橋
の
補
強
や
関

係
機
関
へ
の
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
行
政

手
腕
を
発
揮
す
る
よ
い
機
会
。

町
の
人
口
減
を
食
い
と
め
る
に
は
﹁
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
﹂
と
﹁
心
の
優
し
さ
を

育
て
る
﹂
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
と
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
…
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
乗
っ

て
い
け
る
よ
う
、
職
員
を
督
励

し
て
い
き
た
い
。

町
職
員
の
定
員
適
正
化
に
つ
い

て
、
本
町
で
は
緊
急
行
財
政
改

革
の
も
と
、
職
員
数
の
目
標
を
平
成
26

年
ま
で
に
平
成
16
年
の
99
人
か
ら
13
人

減
の
86
人
と
し
て
い
る
が
、
地
方
分
権

の
推
進
に
伴
う
行
政
需
要
の
増
大
と
高

度
化
等
に
対
し
て
、
組
織
及
び
定
員
配

置
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長
…
行
政
の
多
様
化
・

高
度
化
等
に
対
し
て
は
、
そ
の

時
代
に
適
合
し
た
組
織
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

上
田
県
知
事
は
、
交
付
税
削
減

に
伴
う
県
政
運
営
上
の
影
響
に

つ
い
て
﹁
こ
こ
数
年
、
国
に
対
し
て
地

方
は
圧
倒
的
に
給
与
・
定
数
削
減
が
進

ん
で
い
る
。
国
か
ら
の
削
減
要
請
は
今

も
不
当
だ
と
思
っ
て
い
る
﹂
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

町
長
…
今
後
、
町
の
財
政
状
況

を
考
慮
し
て
判
断
し
て
い
き
ま

す
。

人
口
減
少
に
歯
ど
め
が
か
か
ら

ず
、
つ
い
に
９
０
０
０
人
を
割

り
込
ん
だ
。
平
成
22
年
策
定
の
第
5
次

横
瀬
町
総
合
振
興
計
画
の
計
画
フ
レ
ー

ム
で
は
、
平
成
31
年
度
末
で
９
０
０
０

人
の
想
定
な
の
で
、
既
に
大
き
く
乖か

い

り離

し
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
。
危
機
感
を

も
っ
て
早
急
に
総
合
的
な
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
。

副
町
長
…
９
０
０
０
人
を
割
っ

て
い
る
現
状
及
び
、
第
5
次
総

合
振
興
計
画
に
お
け
る
人
口
推
計
を
早

い
段
階
で
下
回
っ
た
こ
と
は
認
識
し
て

い
ま
す
。
思
い
の
ほ
か
早
く
進
ん
で
し

ま
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
や
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
観

光
振
興
等
、
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を
尽
く

し
て
人
口
対
策
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

町
長
…
人
口
減
少
は
全
国
的
な
流
れ

で
、
横
瀬
だ
け
人
口
が
増
え
る
こ
と
は

あ
り
得
ま
せ
ん
。

　

重
要
な
の
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
と
社
会
資
本
の
整
備
。
人
口
対
策
に

つ
い
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
れ
ば
こ

う
な
る
と
い
う
考
え
方
は
、
な
か
な
か

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
我
が
国
の
人
口
減

少
に
沿
っ
て
、
人
口
は
必
ず
減
っ
て
い

き
ま
す
。

若わ
か
ば
や
し
そ
う
い
ち
ろ
う

林
想
一
郎
議
員
が
聞
く
！

富と
み
た
よ
し
な
り

田
能
成
議
員
が
聞
く
！

町
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

促
進
に
つ
い
て

人
口
９
０
０
０
人
割
れ
に

危
機
感
も
っ
て
対
策
を

芝桜植栽 ( 横瀬駅構内 )

   

国
土
強
靱
化
計
画 

… 

長
期
間
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
国
家
機
能
と
社
会
の
構
築
を
図
る
た
め
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
安
倍
政
権
に
よ
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
。

　
　
　東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
推
進
や
、
大
規
模
災
害
の
未
然
防
止
、
発
生
し
た
場
合
の
被
害
拡
大
防
止
と
諸
機
能
の
代
替
性
の
確
保
の
強
化
等
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
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委 員 長  町田勇佐久

副委員長 大野　伸恵

委　　員 関根　　修

委　　員 内藤　純夫

委　　員 新井鼓次郎

委　　員 富田　能成

「私たちが編集しています！」
議会だより編集委員会

　

議
会
の
大
き
な
権
限

の
一
つ
で
あ
る
、
予
算

審
議
を
行
う
３
月
議
会
を

終
え
ま
し
た
。
予
算
は
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
も
大
切
な
、

身
近
な
事
柄
で
す
。
こ
と
し

の
横
瀬
町
の
財
布
の
中
に
は

33
億
円
余
の
金
額
が
入
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
お
金
を
上
手
に
使
う
こ

と
が
、
町
の
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
を
議

会
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
の
で
す
。
行

政
の
仕
事
は
﹁
住
民
の
福
祉
の
向
上
﹂

で
す
。
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
議
会
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
差
し
も
日
一
日
と
強
く
な
り
、
新

し
い
季
節
へ
向
か
っ
て
時
が
進
ん
で
い

き
ま
す
。
私
た
ち
も
今
議
会
で
前
半
の

２
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
思
い
を
新
た
に

後
半
に
向
け
て
ダ
ッ
シ
ュ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　

︵ 
 

Ｎ
・
Ｏ
︶ 

横瀬町議会が全国町村議会議長会より、町村議会表彰を受けました。

１．政策づくりと監視機能を十分発揮している議会
２．住民に開かれた議会
３．地域振興のために特別な取り組みをした議会

以上３点の活動が認められ、表彰されました。

４月臨時会

西武秩父線の存続・
　　維持を求める決議を可決

知ってください！ 西武秩父線の
　存続・維持を！

議会は４月３日に臨時会を開き、決議を可決しました。

西武秩父線は、町内を通る唯一の鉄道路線。地域住民にとって欠くことのできない公共交通機関です。

西武秩父線の存続・維持を求める決議

　株式会社西武ホールディングスの筆頭株主であるサーベラスは、公開株式
買付けを実施するにあたり、西武鉄道株式会社の西武秩父線の廃止を提案す
るとの報道が３月12日にあった。
　西武秩父線は、秩父地域の住民にとって日常生活を行う上で欠くことので

きない重要な路線であり、通勤、通学、観光、産業経済などあらゆる面で秩父地域の振興・発展の
ために、極めて重要な役割を担っている。
　また、池袋線関係（池袋線、西武秩父線、西武有楽町線、豊島線、狭山線）が、東京メトロ副都
心線を経由して東急東横線、横浜高速みなとみらい線との相互直通運転を３月16日に開始し、横
浜方面に至る広域鉄道ネットワークが形成され、利便性が飛躍的に向上し、沿線観光資源や旅客流
動のますますの活性化が期待されている。
　このような状況の中、報道にあるような西武秩父線が廃止されることは、秩父地域の住民にとっ
ては誠に遺憾であるとともに、地域の存亡にかかわることであり、到底承服できるものではない。
　よって、横瀬町議会は、株式会社西武ホールディングス及び西武鉄道株式会社に対し、秩父地域
住民にとって重要な公共交通機関である西武秩父線の存続・維持を強く要請する。

以上、決議する。

平成25年４月３日
横瀬町議会


